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水水素素キキャャリリアア GGCC//MMSS をを使使用用ししたた、、  

EEII ススペペククトトルル変変化化のの確確認認  
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1. はじめに 

 以前のアプリケーションノートでは水素キャリア

GC/MS の残留農薬分析への適用を検討しました。こ

の中で、いくつかの農薬に関しては、ヘリウムキャリア

と比較し、明らかにイオン源におけるスペクトルの変化

が確認されました。このため、本アプリケーションノート

では、様々な官能基を含む化合部についてそのスペク

トルを確認することで、水素キャリア GC/MS における

EIスペクトルの変化を考察しました。 

 

2. 分析条件 

注入口: S/SL注入口 

注入口温度: 300℃ 

注入量: 1μl 

スプリット比: 100:1 

カラム: VF-5ms (30m, 0.25mm, 1μm) 

オーブン: 40℃(1min)-30℃/min-300℃(5min) 

キャリア: 水素 1.12ml/min (水素ガス発生装置) 

イオン源温度: 300℃ 

四重極温度: 150℃ 

測定モード: スキャン m/z 29-450 

 

3. 標準試薬 

Sigma-Aldrich 社の Programmed Test Mix (P/N: 

47304)を標準溶液の一つとして用いました。この溶液

には 280-530ppmの 12種類の化合物が含まれていま

す。この他、17種類の化合物を 500ppm となるよう、ア

セトンで希釈し、標準溶液として用いました。これらの溶

液 1μlをスプリット比 100:1で注入したので、カラム、検

出器にはそれぞれ、2.8-5ng が導入されたことになりま

す。各化合物の詳細は表 1 を確認してください。 

 

4. 分析結果 

 Programmed Test MixのTICクロマトグラムを図 1に

示しました。また、その他の化合物の TIC クロマトグラ

ムを図 2 に示しました。なお、1-オクテン、1-ウンデセン、

2-ヘキサノン、1,4-ジオキサンに関しては、単品の標準

試料を作成し、分析を行ったため、TIC クロマトグラム

には含まれていません。 

表 1 には各化合物のライブラリサーチでの一致率を

示しました。一致率は一部の化合物で 80%程度のもの

がありましたが、ほとんどは 90%以上と良好な結果が

得られました。これらの化合物には含酸素、含窒素、含

硫黄化合物や不飽和化合物といった、スペクトル変化

を起こしやすと考えられる化合物が含まれています。し

かし、これらの化合物のライブラリサーチ一致率は高く、

水素キャリアによる顕著なスペクトルの変化は確認さ

れませんでした。 

一致率が最も低かったメチル tert-ブチルエーテルに

関して、水素キャリアで得られたスペクトルとライブラリ

スペクトルの比較を図 3 に示しました。アバンダンスが

高い m/z 73, 57 に関して違いは見られませんでした。

m/z 43, 41 の比率が逆転している事が分かります。こ

の化合物においては出現するイオンの数が少ないこと

から、この小さな違いにより、一致率の低下が起きたと

考えられます。 

 

5. まとめ 

本アプリケーションノートでは、水素キャリア GC/MS

におけるイオン源でのスペクトル変化を評価するため、

合計 29 種類の化合物のスペクトルを確認しました。こ

の結果、ライブラリサーチの一致率は 78-97％で、ほと

んどは 90％以上であることから、これらの化合物につ

いてはスペクトルの変化に大きな懸念を持つ必要がな

いことが示されました。 

＜要旨＞  

 水素ガスを GC/MSのキャリアガスとして使用した際、

ヘリウムキャリアと比較し、感度の減少のほか、イオン

源におけるスペクトルの変化が起こる場合があります。 

本アプリケーションノートでは様々な官能基を含む化合

物を対象とし、そのスペクトルの変化を確認しました。 
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  表 1. 各化合物情報、およびライブラリ一致率 
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水素キャリアでのスペクトル

ライブラリスペクトル

 
図 1. Programmed Test Mixの TICクロマトグラム 

図 2. その他の化合物の TICクロマトグラム 

図 3. メチル tert-ブチルエーテルのスペクトル比較 
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本資料に記載の情報、説明、製品仕様等は予告なしに 

変更することがあります。 
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